
軍
書
は
、
軍
学
・
記
録
・
教
訓
・
娯
楽
・
考
証
と
い
っ
た
多
様
な
顔
を
持
つ
、
実

に
雑
多
な
性
格
の
書
物
群
で
あ
り
、
そ
の
雑
種
性
故
に
近
世
文
学
の
外
縁
に
位
置
し

な
が
ら
、
そ
れ
自
身
、
読
み
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
小
説
・
演
劇
等
に
主
に
歴
史
の

方
面
か
ら
養
分
を
送
り
続
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。
蔵
書
調
査
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
普
通
の
本
で
あ
る
。
刊
行
軍
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
沿
革

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
注
ｌ
）
が
、
厳
し
い
情
報
統
制
の
対
象
と
な
っ
た
刊
行

軍
書
か
ら
は
み
出
た
広
漠
た
る
写
本
軍
書
の
世
界
が
あ
る
。
そ
の
全
体
像
を
つ
か
む

こ
と
す
ら
覚
束
な
い
が
、
写
本
も
対
象
に
含
め
な
が
ら
、
造
本
・
蔵
書
・
読
書
と
そ

の
身
分
的
位
相
と
い
う
観
点
か
ら
報
告
し
た
い
。
歴
史
学
で
は
共
通
理
解
と
な
っ
て

い
る
が
、
江
戸
の
支
配
体
制
は
武
士
に
よ
る
軍
事
政
権
で
あ
り
、
支
配
機
構
も
軍
事

的
論
理
が
そ
の
背
景
の
多
く
を
占
め
、
「
武
威
」
こ
そ
が
権
力
の
源
泉
で
あ
っ

た
（
注
２
）
。
そ
の
意
味
で
、
戦
の
こ
と
を
取
り
扱
っ
た
書
物
一
般
の
意
味
か
ら
、
狭

義
に
は
軍
語
り
の
書
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
「
軍
書
」
は
、
江
戸
の
蔵
書
の
核
と

は
じ
め
に

蔵
書
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
文
芸
享
受
の
風
景

ｌ
身
分
社
会
に
お
け
る
自
己
存
在
証
明
の
視
点
か
ら
Ｉ

秘
匿
に
よ
る
権
威
化

八
戸
市
立
図
書
館
に
は
、
読
本
の
名
品
が
残
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
旧
八
戸
藩
南
部

家
の
蔵
書
が
収
め
ら
れ
る
が
、
大
名
蔵
書
の
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
軍
書
が
そ
の
核
を

な
す
（
注
３
）
。

軍
書
が
「
蔵
書
」
と
し
て
集
積
さ
れ
る
と
、
ど
う
い
う
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
る

の
か
。
八
戸
に
は
『
御
家
流
御
書
籍
目
録
」
と
い
う
、
甲
州
流
の
軍
書
を
集
め
た
写

本
群
の
目
録
が
残
っ
て
い
る
。
横
本
で
台
帳
の
体
裁
を
取
る
そ
の
目
録
の
冒
頭
を
少

言
っ
て
よ
く
、
そ
れ
を
「
身
分
」
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
書
物
の
役
割
の
重
要
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。

１
蔵
書
の
身
分
的
位
相

１
．
１
大
名
の
場
合

井
上
泰
至
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と
い
っ
た
按
配
で
、
五
代
藩
主
南
部
智
信
（
信
興
）
の
書
写
し
た
書
物
が
核
と
な

り
、
「
半
免
」
二
七
点
（
う
ち
智
信
写
七
点
）
、
「
本
免
」
二
三
点
（
智
信
写
十
六

点
）
、
「
中
印
」
十
六
点
、
「
印
可
」
二
五
点
、
「
題
分
難
定
御
書
籍
」
八
十
点
（
智
信

写
十
点
）
、
「
道
統
江
源
書
」
二
点
（
智
信
写
一
点
）
、
「
御
流
儀
二
無
之
御
書
籍
」

十
四
点
（
智
信
写
一
点
）
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
州
流
軍
学
の
「
御
稽

古
」
の
階
梯
を
踏
ま
え
た
分
類
を
基
本
と
し
、
藩
主
の
写
本
を
多
く
含
む
こ
と
に
よ

り
権
威
づ
け
ら
れ
た
、
ま
さ
に
「
御
家
」
の
「
軍
学
」
の
書
籍
群
で
あ
っ
た
こ
と
が

見
え
て
く
る
。

先
行
研
究
（
注
４
）
に
よ
れ
ば
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
甲
州
流
軍
学
を
藩
の

「
御
家
流
」
と
す
る
こ
と
が
藩
の
方
針
と
な
っ
た
由
で
、
盛
岡
藩
士
星
合
安
明
↓
八

戸
藩
士
中
里
正
康
↓
八
戸
藩
士
森
高
康
↓
五
代
藩
主
南
部
智
信
と
い
っ
た
経
路
を
経

て
、
本
藩
盛
岡
か
ら
、
八
戸
藩
内
随
一
の
有
力
家
臣
中
里
氏
を
介
し
て
、
甲
斐
源
氏

の
子
孫
を
称
す
る
南
部
家
に
ふ
さ
わ
し
い
軍
学
が
、
定
着
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
先
の
『
御
家
流
御
書
籍
目
録
」
の
副
本
の
表
紙
に
は
「
嘉
永
七
年

し
紹
介
す
る
と
、半

免

智
信
公
一

同同同

甲
陽
軍
鑑
末
書
伝

一
騎
士
之
巻

信
玄
流
騎
士
之
巻

軍
法
之
巻
秘
説
集

三
冊

全
一
冊

全
一
冊

全
一
冊

甲
寅
年
」
「
委
細
ハ
九
月
五
日
同
十
七
日
之
日
記
二
有
之
」
と
書
き
込
ま
れ
、
同
じ

く
八
戸
市
立
図
書
館
に
残
る
数
あ
る
藩
政
日
記
の
中
か
ら
、
『
八
戸
藩
用
人
所
日
記
』

の
嘉
永
七
年
九
月
五
日
の
項
に
当
た
る
と
、

な
ど
と
あ
る
。
こ
の
目
録
が
「
風
干
」
即
ち
、
曝
書
の
際
に
照
合
の
た
め
書
き
留
め

ら
れ
た
も
の
で
、
続
き
を
読
む
と
、
書
籍
に
な
さ
れ
て
い
た
「
師
範
封
印
」
を
切
っ

て
、
そ
の
十
七
包
と
書
籍
を
共
に
丁
重
に
長
持
に
入
れ
、
管
理
者
の
中
里
へ
送
る
よ

う
依
頼
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
書
籍
群
は
「
封
印
」
さ
れ
る
ほ
ど
の

「
権
威
」
を
有
し
、
そ
れ
を
中
里
家
歴
代
が
保
管
す
る
こ
と
で
、
そ
の
権
威
を
保
ち

続
け
た
事
情
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
書
物
が
集
積
さ
れ
、
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
時
に
そ
の
秘
伝
が
相
承
さ
れ

て
い
く
う
ち
に
、
「
御
家
」
の
貴
種
と
武
威
が
形
成
さ
れ
、
保
障
さ
れ
て
い
く
か
ら

く
り
が
見
て
取
れ
、
こ
う
い
う
蔵
書
と
管
理
の
在
り
方
も
ま
た
、
写
本
軍
書
の
機
能

を
物
語
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
和
歌
の
伝
書
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

軍
書
の
こ
の
よ
う
な
秘
匿
に
よ
る
権
威
化
に
つ
い
て
は
、
中
世
に
ま
で
そ
の
類
例

を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
平
家
」
語
り
の
琵
琶
法
師
が
中
世
に
座
組
織
を
形
成

し
、
「
平
家
」
正
本
の
作
成
と
伝
授
が
行
わ
れ
る
と
、
正
本
は
秘
蔵
・
秘
匿
さ
れ
る

一
中
里
弥
右
衛
門
よ
り
左
の
通
伺
、
申
次
覚

此
度
師
範
封
印
之
儀
、
御
流
儀
御
書
籍
風
干
被
仰
付
候
に
付
、
為
引
合
封
印

外
御
書
籍
共
に
不
残
御
下
被
成
候
。
（
以
下
略
）
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こ
と
で
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
転
写
を
禁
じ
ら
れ
た
正
本

の
伝
来
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
足
利
義
満
に
献
上
さ
れ
た
事
例
で
、
そ
れ
は
摂
津
大

覚
寺
文
書
記
載
の
覚
一
本
奥
書
か
ら
知
れ
る
の
だ
が
、
こ
う
し
て
当
道
、
即
ち
琵
琶

法
師
の
同
業
者
組
織
の
支
配
権
は
足
利
将
軍
家
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
平
家
一
門
の
滅
亡

の
物
語
、
即
ち
源
氏
将
軍
家
の
草
創
・
起
原
を
語
る
神
話
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
源

氏
将
軍
家
の
神
話
的
起
原
が
芸
能
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
（
注
５
）
。

八
戸
の
事
例
は
神
話
的
起
原
を
軍
書
の
管
理
・
秘
匿
に
求
め
る
点
で
は
こ
れ
と
同

じ
だ
が
、
そ
れ
が
「
平
家
」
語
り
の
芸
能
で
は
な
く
、
量
的
に
格
段
に
多
い
蔵
書

と
、
大
名
自
身
の
「
稽
古
」
に
よ
っ
て
権
威
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
が
異
な

る
。
こ
の
蔵
書
の
機
能
こ
そ
が
、
近
世
性
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
板
本
に
よ
る

大
量
の
書
物
の
流
通
こ
そ
は
近
世
期
の
大
き
な
特
徴
だ
が
、
そ
れ
は
写
本
に
も
及
ん

で
「
蔵
書
」
の
意
識
を
形
成
さ
せ
、
武
家
の
権
威
を
生
成
・
保
持
す
る
方
法
と
な
っ

て
い
っ
た
点
を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
。

系
譜
の
登
録

も
ち
ろ
ん
、
写
本
軍
書
に
は
実
用
的
な
機
能
、
即
ち
、
御
家
の
来
歴
と
武
功
を
証

拠
立
て
、
当
代
ま
で
の
系
譜
を
、
武
家
の
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
機
能
も
あ
っ

た
。
佐
賀
県
市
立
図
書
館
の
鍋
島
文
庫
は
、
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
の
「
御
手
元
」
の
蔵

書
群
で
、
や
は
り
写
本
軍
書
を
多
く
所
蔵
し
、
板
本
軍
書
が
多
く
残
る
こ
と
の
多
い

旧
藩
校
蔵
書
と
は
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
性
格
の
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
明
治
三
年

（
一
八
七
○
）
八
月
に
書
か
れ
た
『
御
蔵
書
目
録
』
が
残
る
。
大
量
の
書
籍
を
残
す

旧
大
名
家
が
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
、
宝
物
や
貴
重
書
の
一
部
を
売
り
払
う
な
ど
す

三
番
か
ら
十
番
の
「
」
内
は
私
に
記
し
た
分
類
名
で
あ
り
、
そ
の
下
の
書
名

は
、
そ
の
番
の
最
初
に
載
る
書
名
で
あ
る
。
ざ
っ
と
見
渡
し
て
、
「
経
・
史
・
詩
・

集
」
と
い
う
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
伝
統
的
図
書
分
類
か
ら
は
み
出
る
の
が
、

る
と
同
時
に
、
蔵
書
の
登
録
を
し
た
結
果
残
る
目
録
は
各
地
で
見
い
だ
せ
る
が
、
こ

の
目
録
の
第
一
冊
は
、
そ
う
し
た
便
宜
的
な
機
能
に
留
ま
ら
ず
、
明
確
な
分
類
意
識

を
持
っ
て
蔵
書
の
整
理
・
登
録
を
行
う
希
な
ケ
ー
ス
な
の
で
、
興
味
深
い
。
さ
て
、

そ
の
分
類
を
略
述
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
番
大
日
本
史
・
皇
朝
史
略
・
神
皇
正
統
記
・
続
・
日
本
政
記
・
日
本
外

史
・
・
・
征
韓
偉
略
・
・
・
家
忠
日
記
・
・
・
東
照
君
御
遺
訓
・
・
・

三
河
物
語
・
関
原
物
語
．
：
岩
淵
夜
話
・
・
・

二
番
続
藩
翰
譜
・
同
抜
書
・
良
将
達
徳
抄
・
・
・
常
山
紀
談
・
・
・
兵
家
茶

話
：
老
人
雑
話
・
・
・

三
番
「
経
世
書
・
農
書
」
和
論
語

四
番
「
和
歌
・
名
所
集
」
万
葉
集
略
解

五
番
「
経
書
」
四
書
纂
疏

六
番
「
中
国
の
史
書
」
春
秋
左
伝
補
注

七
番
「
随
筆
・
名
言
集
」
孔
子
家
語

八
番
「
和
漢
の
詩
文
集
」
唐
宋
八
大
家
読
本

九
番
「
兵
書
」
武
経
七
書

十
番
・
「
対
外
情
報
」
西
洋
紀
聞
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一
番
・
二
番
の
、
武
家
の
歴
史
を
通
覧
で
き
る
書
物
群
と
そ
れ
に
準
じ
る
武
家
説
話

集
や
各
藩
の
家
譜
・
家
記
・
遺
訓
類
、
そ
れ
と
九
番
の
兵
書
・
軍
学
書
と
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
対
外
情
報
を
集
め
た
風
聞
・
聞
書
集
で
あ
る
。

特
に
一
番
・
二
番
の
蔵
書
分
類
は
、
皇
帝
と
科
挙
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
官
僚
に

よ
っ
て
政
治
を
動
か
す
中
国
・
朝
鮮
で
は
あ
り
え
な
い
分
類
意
識
で
あ
り
、
一
番
の

最
初
に
水
戸
学
系
の
史
書
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
明
治
維
新
の
王
政
復
古
を
意
識
し

た
編
成
で
あ
ろ
う
が
、
大
半
は
江
戸
以
来
の
写
本
の
歴
史
読
み
物
た
る
軍
書
が
占
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
武
家
の
家
格
と
そ
の
根
拠
を
登
録
し
、
証

拠
立
て
る
書
物
と
し
て
「
実
用
的
」
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
歌
道
や
芸
能
の
伝
書
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
よ
う
と
、
歴
史
の
証
文
と

し
て
文
書
資
料
の
核
に
据
え
ら
れ
よ
う
と
、
武
家
の
「
権
威
」
に
奉
仕
す
る
機
能
に

変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
が
大
が
か
り
に
な
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
「
権
威
」
は
増
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
前
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
（
注
６
）
、
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
は
、
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
将
軍
家
光
の
命
に
よ
っ
て
事
業
が
開
始
さ
れ
、
太
田
資
宗
・
林
羅

山
・
鶯
峰
ら
に
よ
っ
・
て
編
纂
さ
れ
た
大
名
・
旗
本
ら
の
系
譜
集
で
、
二
年
後
完
成
し

て
献
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
諸
大
名
に
自
家
の
歴
史
の
報
告
を
課
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
徳
川
氏
制
覇
の
過
程
と
諸
家
の
系
譜
・
武
功
を
明
ら
か
に
し

て
、
武
家
全
体
の
家
格
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
林
鴬
峰
は
本
格
的

な
史
書
「
本
朝
通
鑑
」
の
編
纂
事
業
に
は
腰
の
重
い
幕
府
が
、
寛
永
譜
の
よ
う
な
武

家
の
権
威
に
直
結
す
る
事
業
に
は
大
変
意
欲
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
不
満
を
漏
ら
し
て

い
る
が
（
『
国
史
館
日
録
」
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
）
、
そ
れ
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
武

身
分
へ
の
執
着
と
知
的
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

武
家
ば
か
り
で
は
な
い
。
本
来
地
方
名
家
で
は
、
大
名
家
に
比
べ
て
軍
書
の
ま
と

ま
っ
た
蔵
書
が
少
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
は
決
し
て
読
ま
れ
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
板
本
写
し
や
刊
行
軍
書
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
カ
タ
ロ
グ
「
和
漢
軍
書
要
覧
」

（
明
和
七
年
〈
一
七
七
○
〉
刊
行
）
だ
け
は
残
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
貸
本
で
読

ん
で
い
た
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
は
大
名
家
ほ

ど
、
権
威
の
根
拠
と
し
て
蔵
書
を
な
そ
う
と
い
う
痕
跡
は
な
く
、
む
し
ろ
矢
口
丹
波

記
念
文
庫
（
注
７
）
や
三
島
市
郷
土
資
料
館
勝
俣
文
庫
の
よ
う
に
、
実
録
の
方
を
ま
と

ま
っ
て
残
す
場
合
が
あ
る
。
軍
書
の
中
の
、
も
っ
ぱ
ら
娯
楽
の
機
能
が
こ
の
階
層
に

は
働
い
て
い
た
か
ら
と
想
像
で
き
る
。

た
だ
し
旧
武
家
階
層
を
強
く
意
識
す
る
郷
士
の
場
合
は
武
家
に
近
い
蔵
書
形
成
を

な
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
甲
斐
国
下
井
尻
村
「
牢
人
百
姓
」
依
田
長
安
は
、
武

田
・
豊
臣
・
徳
川
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
称
、
父
の
代
で
そ
の
兄
弟
の

多
さ
か
ら
帰
農
し
、
「
牢
人
百
姓
」
と
な
っ
た
と
書
き
残
し
て
い
る
（
「
由
緒
書
」
）
。

家
側
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
寛
永
譜
の
編
纂
事
業
は
、
結
果
と
し
て
、
各
藩
に
お
け
る
自
家
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
認
を
促
し
、
軍
記
・
記
録
・
文
書
の
蓄
積
を
も
促
し
た
。
こ
こ

に
も
芸
能
で
な
く
蔵
書
が
、
武
家
の
権
威
を
保
障
す
る
、
極
め
て
近
世
的
な
性
格
の

機
能
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

１
．
２
地
方
名
家
の
場
合
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す
な
わ
ち
、
本
来
は
武
士
の
身
分
で
あ
る
こ
と
に
強
い
瀞
持
を
持
ち
な
が
ら
百
姓
身

分
に
甘
ん
じ
た
典
型
的
な
郷
士
層
で
あ
り
（
注
８
）
、
そ
れ
に
近
い
身
分
意
識
を
持
っ

た
人
物
を
、
近
世
文
学
の
有
名
ど
こ
ろ
か
ら
探
せ
ば
、
芭
蕉
や
馬
琴
な
ど
が
す
ぐ
に

想
起
さ
れ
る
。

依
田
に
よ
る
財
産
目
録
の
一
部
、
享
保
十
五
年
二
七
三
○
）
の
「
書
物
目
録
」

は
全
六
四
部
中
半
数
以
上
が
軍
書
、
お
よ
び
浮
世
草
子
の
武
家
物
で
構
成
さ
れ
、
蔵

書
の
中
核
を
な
す
。
軍
書
は
、
「
日
本
王
代
一
覧
」
を
筆
頭
に
『
前
太
平
記
」
「
前
々

太
平
記
」
「
保
元
物
語
」
「
平
治
物
語
」
「
平
家
物
語
」
「
源
平
盛
衰
記
」
「
義
経
勲
功

記
」
「
北
条
九
代
記
」
「
太
平
記
」
「
後
太
平
記
』
「
本
朝
三
国
志
」
『
信
長
記
」
「
太
閤

記
」
『
甲
陽
軍
鑑
」
な
ど
ほ
ぼ
時
代
順
に
武
家
の
棟
梁
を
中
心
に
し
た
歴
史
が
読
め

る
配
列
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
大
名
蔵
書
か
ら
比
べ
れ
ば
、
片
々
た
る
板
本
の
集
穣

に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
身
分
意
識
か
ら
軍
書
を
集
め
配
列
す
る
意
識
は
、
大
名
家
の

そ
れ
と
本
質
的
に
変
わ
り
な
い
。

こ
う
し
た
軍
書
類
を
ベ
ー
ス
に
、
家
譜
・
家
記
を
編
纂
し
、
そ
こ
に
は
武
名
・
家

名
の
粉
飾
・
握
造
が
ま
ま
見
ら
れ
る
の
も
ま
た
、
大
名
家
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
依
田
が
編
纂
し
た
自
家
の
「
由
緒
書
」
は
、
依
田
家
を
頼
朝
以
来
の
武
士
の
家

と
し
て
伝
え
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
い
く
つ
か
の
古
文
書
は
、
偽
文
書
と
し
て
疑

わ
れ
て
い
る
（
注
９
）
。
大
名
家
と
て
そ
の
事
情
は
大
同
小
異
で
、
例
え
ば
、
貝
原
益

軒
の
編
纂
し
た
『
黒
田
家
譜
」
に
つ
け
ば
軍
書
類
の
記
事
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
朝
鮮
の

役
碧
諦
館
の
戦
い
に
お
け
る
黒
田
長
政
の
武
功
な
ど
は
か
な
り
粉
飾
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

令
名
へ
の
意
識
は
、
家
の
内
実
を
守
る
た
め
の
教
訓
へ
の
関
心
に
も
つ
な
が
る
。

依
田
が
記
し
た
写
本
『
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
は
、
「
北
条
九
代
記
」
や
『
太
平
記
」

か
ら
教
訓
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
て
、
礼
儀
・
倹
約
・
無
欲
を
説
く
。
「
北

条
九
代
記
」
巻
六
「
武
蔵
守
泰
時
廉
直
」
か
ら
は
、
数
多
い
兄
弟
に
財
産
を
分
配
す

る
泰
時
の
事
例
を
引
い
て
、
長
男
の
無
欲
と
そ
れ
に
よ
っ
て
兄
弟
相
和
す
べ
き
こ
と

を
説
き
、
同
書
巻
八
「
相
模
守
時
頼
入
道
政
務
付
青
砥
左
衛
門
廉
直
」
か
ら
は
、
松

明
代
五
十
文
を
使
っ
て
十
文
銭
を
探
し
た
青
砥
藤
綱
の
説
話
を
引
い
て
倹
約
を
説

き
、
さ
ら
に
『
太
平
記
」
巻
三
五
「
北
野
通
夜
物
語
」
か
ら
は
、
北
条
泰
時
が
明
恵

上
人
か
ら
治
者
の
無
欲
を
説
か
れ
る
く
だ
り
を
引
用
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
武
家
や
そ
れ
に
準
じ
る
階
層
の
支
配
の
根
拠
を
、
周
囲
か
ら

尊
敬
さ
れ
る
人
格
に
求
め
る
意
識
か
ら
、
軍
書
の
権
威
を
使
っ
て
成
し
た
書
物
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
実
際
の
武
家
身
分
と
も
な
れ
ば
、
語
り
伝
え
ら
れ
た
大
名
・
将

士
の
逸
話
を
集
成
し
て
、
藩
内
で
の
奉
公
に
関
わ
る
教
訓
を
な
し
た
、
や
は
り
写
本

の
「
葉
隠
』
（
注
叩
〉
あ
た
り
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、
上
層
町
人
の
階
層
に
目

を
移
せ
ば
、
江
戸
中
期
か
ら
の
社
会
矛
盾
に
対
処
す
べ
き
経
世
論
に
、
『
太
平
記
秘

伝
理
尽
紗
」
以
来
の
仁
政
家
楠
正
成
像
を
使
っ
た
安
藤
昌
益
の
例
（
注
Ⅱ
）
も
想
起
で

圭
弐
ご
卜
生
垂
ヘ
ノ
Ｏ

特
に
十
八
世
紀
に
お
け
る
在
地
の
知
識
人
層
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
史
学
の
デ
ー

タ
が
積
み
重
な
っ
て
き
て
お
り
、
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
幕
府
・
藩

権
力
と
百
姓
と
の
中
間
に
位
置
す
る
階
層
が
確
立
し
、
民
間
社
会
に
対
時
し
て
、
政

治
的
力
量
を
果
た
す
末
端
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
か
ら
ん
で
書
物
の
大
量
の
普
及
に
よ
り
、
在
地
で
も
知
的
水
準
が
上
が
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
身
分
を
超
え
た
一
定
の
共
通
概
念
・
認
識
が
蔵
書
の
か
た
ち
で
形
成
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さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
注
哩
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
依
田
の
「
書
物
目
録
」
に
搭
載
さ
れ
る
軍
書
類
は
、
浄
瑠
璃
・

歌
舞
伎
の
時
代
設
定
「
世
界
」
を
集
約
し
た
『
世
界
綱
目
」
に
お
け
る
各
世
界
の

「
引
書
」
と
ほ
ぼ
重
な
る
点
が
興
味
深
い
。
先
に
紹
介
し
た
矢
口
家
の
よ
う
に
、
軍

書
・
実
録
と
共
に
浄
瑠
璃
本
を
所
蔵
す
る
地
方
名
家
も
少
な
く
な
い
。
浄
瑠
璃
本
で

は
、
概
括
的
に
言
っ
て
「
平
家
物
語
」
「
太
閤
記
」
「
難
波
戦
記
」
そ
の
他
、
軍
書
・

実
録
に
取
材
し
た
時
代
物
が
多
く
残
り
、
地
域
的
に
言
っ
て
も
軍
書
同
様
、
全
国
に

万
遍
な
く
残
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
Ｂ
）
。
そ
れ
ら
の
事
実
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。

す
な
わ
ち
「
世
界
」
で
構
成
さ
れ
た
歴
史
観
は
、
ひ
と
つ
の
秩
序
世
界
を
成
す
も

の
で
、
そ
れ
が
劇
中
の
葛
藤
を
経
て
、
回
復
さ
れ
る
予
定
調
和
を
保
障
す
る
も
の
だ

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
倫
理
観
お
よ
び
、
そ
れ
と
関
連
す
る
時
間
意
識
と
軍
書
と
の

関
係
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、

時
代
は
異
な
っ
て
も
、
御
家
の
不
調
に
付
け
こ
む
悪
人
の
跳
梁
と
、
主
人
公
の
義

勇
・
忠
節
・
知
略
に
よ
る
安
定
の
回
復
と
い
う
時
代
物
浄
瑠
璃
に
お
け
る
パ
タ
ー
ン

は
、
軍
書
の
中
に
そ
の
芽
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
写
本
と
し
て
は
、
実

録
が
似
た
形
で
予
定
調
和
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
大
き
な
問

題
を
我
々
に
投
げ
か
け
る
の
で
あ
る
。

妹
律
の
優
し
い
声
に
似
あ
わ
な
い
軍
書
の
読
み
聞
か
せ
が
、
こ
の
俳
句
の
趣
向
だ

と
し
て
も
、
軍
書
が
音
読
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
常
識
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
趣
向
も
成
り
立
た
な
い
。
江
戸
時
代
の
証
言
を
引
こ
う
。
「
鴛
峰
林
学
士
文
集
」

巻
百
二
十
「
読
北
条
九
代
記
」
（
原
漢
文
）
に
よ
れ
ば
、
鴬
峰
は
、
「
侍
史
」
に
「
北

条
九
代
記
』
を
読
み
あ
げ
さ
せ
て
、
そ
の
出
典
を
以
下
の
よ
う
に
考
証
し
つ
つ
、
史

書
と
し
て
の
杜
撰
を
指
摘
し
て
い
る
。

２
．
１
刊
行
軍
曹

２
読
書
の
身
分
的
位
相

一
般
に
板
本
の
軍
書
は
音
読
が
前
提
で
あ
っ
た
。

最
初
の
段
専
ら
職
原
抄
の
一
条
に
徴
ふ
。
頼
朝
・
時
政
よ
り
宗
尊
・
時
宗
の
初

に
至
る
ま
で
は
、
則
ち
東
鑑
に
擬
て
百
が
一
を
記
し
て
、
元
亨
釈
書
を
附
会

す
。
惟
康
・
時
宗
に
至
る
ま
で
、
増
鑑
・
保
暦
間
記
に
擴
て
、
而
し
て
我
が
将

軍
譜
・
王
代
一
覧
も
亦
採
拾
の
跡
自
か
ら
見
ゆ
。
（
中
略
）
中
に
就
て
、
承
久

乱
後
、
後
堀
河
帝
を
誤
り
て
後
嵯
峨
帝
と
し
、
泰
時
再
び
帝
統
を
定
る
の
大
挙

を
漏
す
。
其
の
餘
載
す
べ
き
者
、
之
を
載
せ
ず
、
略
す
べ
き
者
、
之
を
略
せ
ざ

る
、
猶
焉
有
り
。
国
史
に
熟
す
る
者
は
披
覧
す
と
い
へ
ど
も
、
益
と
す
る
に
た

妹
に
軍
書
読
ま
す
る
夜
長
か
な
子
規
（
明
治
二
六
年
〈
一
八
九
三
〉
）
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